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2008年10月10日付の1面トップの記事 

 

◆地方建設業界,ひとまず安堵/国交省の競争資格審査見直し 

 国土交通省が７日、２００９・１０年度の競争資格審査で、０８・

０９年度と異なる等級になる可能性がある企業が従来等級を選

択できる対応を正式に公表したことに、地方建設業界から安堵

（ど）感が広がっている。技術評価点数（主観点数）の算定式を

見直したことで例えば、これまでＣ等級だった企業が、Ｂ等級に

ランクアップするなど、「（企業自らが）望まない格付け変更」にな

るケースも想定されていたことが理由だ。 

 主観点数に地方公共団体の施工実績を新たに加えるほか、

工事規模にかかわらず１件の工事に対する技術力を評価するこ

とを目的にした技術難易度や係数の見直しは、ことし３月に国交

省の「直轄事業の建設生産システムにおける発注者責任に関

する懇談会」の部会で素案が提示されていた。 

 また主観点数見直しに伴う経過措置として、０９・１０年度の資

格審査に限り、等級変更企業が希望した場合、従来等級にとど

まれる考えを示していた。 

 地方建設業界が望まないランクアップに強い関心を寄せてい

た背景には、地場大手がランクされるＢ等級が応札するＢ等級

工事件数はＣ等級に比べ約２０分の１しかないことが大きな理

由。 

 国交省直轄の０６年度一般土木（港湾空港関係除く）で、Ｂ等

級工事の一般競争入札でＢ等級企業の入札参加者数１２１３者

に対し件数は１６５件。 

 これに対しＣ等級工事とＣ等級企業の関係は２万１４６６者に

対し２５２２件。指名競争入札を加えれば３１８６件まで拡大す

る。 

 単純な入札参加者数と件数の割合比率はＢ等級とＣ等級であ

まり変わらない。にもかかわらず地場企業が望まないランクアッ

プに強い懸念を抱く。 

 Ｂ等級工事・企業は地場大手に加え中堅全国ゼネコンも加わ

る。Ｂ等級工事は１地方整備局で考えれば年間約２０件にも満

たない。同時に、地場大手はあくまで県内工事が主力のため、

応札案件はさらに絞られる。 
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 一方、Ｃ等級工事は件数も格段に多いうえに、同じ地場企業

同士の競争のため、受注可否の判断もしやすい。 

 さらに、「この数年来、Ｂ等級工事相当のものを分割してＣ等級

工事にしたり、逆にＢ等級工事がないため、離れた地域の工事

を一括してＢ等級工事として発注するケースもある」（ある地域

の業界関係者）ほか、地域ごとに見ればＢ等級工事の市場その

ものが少ない上、「発注の多くは全国ゼネコンが受注する」こと

が、Ｃ等級企業のランクアップ意欲をそぐ要因にもなっていた。 

 ただ国交省は一方で、技術力のある地場企業の競争参加を

促す目的で、等級外の工事にも参加できる食い上がりなどラン

クの弾力化を進めており、希望どおりにＣ等級にとどまっても競

争が激化することに変わりはなさそうだ。 
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